開経偈　唱和

　二、三日前にこの道場で夕食をとりますときに、この道場にアメリカの男子が一人とアメリカの女子が一人おりまして、たまたま二人が一緒に食事をしましたので、そのときに私が「この十一月のアメリカの選挙でどっちが勝つか皆目見当がつかない」という話をしましたところが、その二人も「自分たちも皆目見当がつかない」ということをいっておりました。そこで私が「アメリカの国務長官のパウエルという人がブッシュ政権を支持しているのか支持していないのか、それもわからない」という話をしましたら、その二人も「いや、それがわからないんだ」ということをいっておりました。

　私がなぜ国務長官の態度を気にするかといいますと、歴代のアメリカ大統領の政治に関連して国務長官が非常に大きな力を持っているという事実があるように思います。キッシンジャーという有名な国務長官がいましたが、その人もある一つの流れのグループの人でありますし、その後で女性の国務長官が出ましたが、その人も同じような流れの人であります。

　現在のパウエルという人がどういう流れの人か二、三の人に聞いてみましたけれども、「さあ」といって、よくわからないということが事実でありますが、私はどうも国務長官の意向がアメリカの政府の方針をかなり強く決めているというふうな印象を持っておりましたので、その人が支持しているのか支持していないのかわからないということでは、ますます十一月のアメリカの大統領選挙がどうなるのかというのがわからないというふうな実情を感じております。

　それから日本の政治につきましては、先日も多少申し上げましたが、安倍という幹事長代理の人が引き続き小泉政権の中にいて、自由民主党の組織に関連してどうやっていったらいいかということを専任にやると、こういうふうな話が決まったようであります。それを見ておりまして、小泉内閣というのはあと二年で終わりになるという運命でありますが、それまでの間に自民党の政治の仕組みを安倍という人の好むようにつくらせて、次期の総裁が安倍という人に落ち着くという機会を与えたんではないかというふうな見方をしております。そういうことがあると同時に、二年間は協力してくれというふうなこともあったのではないかなというふうな気がしておりまして、郵政公社の民営化というものについては、どうも反対する側がほとんど壊滅状態になったということが事実のように思います。

　橋本派の日本歯科医師会からの政治資金の出納が記録されていなかったというようなことで、橋本という人が代表を退いたわけでありますが、その後任がいまだに決まらないということは、橋本派がもうすでに分裂している、派閥としてのまとまりが壊れてしまっているということがいえるのではないかというふうに見ております。

　橋本派の中に郵政公社を民営化することに反対な人々がたくさんいたわけでありますが、野中という人も打撃を受けて引退するというような形になっておりますから、どうも郵政公社の民営化に反対する勢力が壊れてしまっているというふうな見方をしておりまして、その点では、小泉内閣ができたときに、「自民党を壊してでも改革をするんだ」というふうなことをいっておりましたが、そういう姿勢がいまだに続いているのではないかというふうな見方をしております。

　それでは、この本のほうに入ってまいりますと、きょうは三八ページの「玄沙院宗一大師」というところからになるかと思います。本文を読んでいきますと、

　「玄沙院宗一大師、侍雪峰行次、雪峰指面前地云、這一片田地、好造箇無縫塔」、玄沙院宗一大師という人は雪峰義存禅師の弟子に当たる人でありますが、その雪峰義存禅師のお供をして歩いていたときに、「雪峰面前ノ地ヲ指シテ云ク」、雪峰禅師がちょうど歩いている前の地面を指差して、「這ノ一片ノ田地」、ここの田んぼの一角が、「好シ箇ノ無縫塔ヲ造ルニ」、「無縫塔」というのは「卵塔」ともいいまして、僧侶の墓というのは、卵型の細長い墓をつくる慣習になっておりますから、無縫塔というのは僧侶の墓でありますが、「好シ箇ノ無縫塔ヲ造ルニ」、この言葉の意味は、「私の墓を建てるのにちょうどよさそうだ」と、こういうことをいったわけであります。

　「玄沙曰、高　多少」、「その高さはどのくらいでしょうか」というふうに尋ねた。

　「雪峰乃上下顧視」、そうすると雪峰は眼を上と下に移して、眼を動かすことによってその長さを示した。
　そうすると、「玄沙曰、人天福報即不無、和尚、霊山授記未夢見在」、玄沙禅師がいうには、あなたのおっしゃることが人間界、天上界の幸せな報いに対して意味がないとはいいません。しかし、和尚、あなたは、「霊山ノ授記ハ未ダ夢ニモ見ザルコト在ン」、釈尊が霊鷲仙において弟子に対して将来仏になるぞという保証を与えたというふうな程度の境地というものはまだ夢にも見ていないようなところがありますと、こういう感想を述べた。

　「雪峰云、儞作　生」、そうすると雪峰禅師が「おまえならどういうふうにいうのか」と聞いたところが、「玄沙曰、七尺八尺」、「自分ならもっと具体的に眼の視線を動かして、視線の向きによって無縫塔の髙さを表すような態度をせずに、七尺だろうか、八尺だろうかと、こういうふうな返事をする」と、こういうことをいったわけであります。

　この物語がどういうことを意味するかというと、たいていの人が自分の死ぬということについてはあまり好んで話題にしないという問題があるわけでありますが、雪峰禅師はそんなことを気にしないから、ここは自分の墓を建てるのにちょうどいいなと、こういうことをいった。そうすると玄沙禅師も師匠の墓のことをいうことにちっともためらいがなかったから、高さはどのくらいですかと聞いた。説法禅師が視線の動きで高さを示したところが、玄沙禅師があなたの態度はまだ少し手ぬるいと。そこで雪峰禅師がおまえならどうするんだといったところが、自分ならもっと具体的に七尺か、八尺かというふうな表現をしますと、こういう物語が引用されているわけであります。

　そうして道元禅師がこの物語に対して解説をしておられます。

　「いま玄沙のいふ和尚霊山授記未夢見在は、雪峰に霊山の授記なしといふにあらず、雪峰に霊山の授記ありといふにあらず、和尚霊山授記未夢見在といふなり」、道元禅師の解説は、「いま玄沙のいふ和尚霊山授記未夢見在」、玄沙禅師が、雪峰禅師は霊鷲仙において釈尊が弟子たちにおまえは仏になるぞという保証を与えた、それと同じ境地はまだ夢にも見たことがないような様子が見えると、こういうことをいったけれども、「雪峰に霊山の授記なしといふにあらず」、この意味は雪峰禅師が霊鷲仙における釈尊と同じような授記の力を持っていないというわけではない。「雪峰に霊山の授記ありといふにあらず」、また、雪峰禅師が釈尊と同じような授記の力を持っているというふうにいっているわけではない。「和尚霊山授記未夢見在といふなり」、玄沙禅師の言葉は、雪峰禅師は霊鷲仙における釈尊の弟子たちに対する仏になるぞという保証を夢にも見たことがないというふうな表現が行なわれている。

　そうしてさらに解説をされて、

　「霊山の授記は高著眼なり、吾有正法眼蔵涅槃妙心、付属摩訶迦葉なり」、霊鷲仙における「授記」、弟子に対して仏になるぞというふうな保証を与える態度というものは、「高著眼なり」、眼のつけ方が非常に高い。その高さはどういう内容からいわれるかというならば、「吾ニ正法眼蔵涅槃妙心有リ」、釈尊は自分には「正法眼蔵涅槃妙心」があると。この「正法眼蔵」という言葉は、道元禅師は坐禅を指すために使っておられるということがいえるわけでありまして、「涅槃妙心」というのは、坐禅から生まれてくるきわめて静かなすばらしい心境という意味でありまして、それを摩訶迦葉尊者に付属するといわれた。

　「しるべし、青原の石頭に授記せしときの同参は、摩訶迦葉も青原の授記をうく、青原も釈迦の授記をさづくるがゆゑに、仏仏祖祖の面面に、正法眼蔵付属有在なることあきらかなり」、道元禅師の意見は、青原行思禅師が弟子の石頭希遷禅師に対して仏になるぞという保証を与えたのと同じような体験である。したがって、「摩訶迦葉も青原の授記をうく」、真実を得たという状況に関連しては、釈尊と青原行思禅師とは同じだ。だから摩訶迦葉尊者が釈尊から授記を受けたということは、青原行思禅師から授記を受けたのと同じような内容を持っている。そのことが「摩訶迦葉も青原の授記をうく」。

　「青原も釈迦の授記をさづくるがゆゑに」、青原行思禅師も釈尊が与えた授記と同じような授記を与えるだけの力があるところから、「仏仏祖祖の面面に、正法眼蔵付属有在なることあきらかなり」、そこで、仏道の世界には個々のたくさんの真実を得た人々、個々の伝統的な師匠というものがたくさんおられるけれども、そういう人々がすべて『正法眼蔵』というもの、つまり坐禅の修行を持っていて、それを弟子たちに与えたということは非常にはっきりした事実である。

　「ここをもて曹谿すでに青原に授記す」、このような事情から、曹谿山におられた大鑑慧能禅師も青原行思禅師に対して仏になるぞという保証を与えられた。

　「青原すでに六祖の授記をうくるとき、授記に保任せる青原なり」、そこで青原行思禅師が大鑑慧能禅師から仏になるぞという保証を与えられたときは、「授記に保任せる青原なり」、大鑑慧能禅師の仏になるぞという保証を自分で持っており、それを頼りにして生きている青原行思がいたということになる。

　「このとき六祖諸祖の参学、正直に青原の授記によりて行取しきたれるなり」、したがって、六祖の大鑑慧能禅師も、あるいはそれ以外の伝統的な師匠の方々の体験を通じた勉強というものも、「正直に青原の授記によりて行取しきたれるなり」、まさに青原行思禅師が大鑑慧能禅師から授記を受けて、それを拠りどころにして仏道修行をやってきたという事実をはっきりと認めることができる。

　「これを明明百艸頭、明明仏祖意といふ」、そのような状況というものを、「明明タル百艸頭」、「百艸頭」というのはたくさんのものという意味でありまして、この世の中には実に無数のものがあるわけであります。この部屋の中だけをとってみても、畳がある、机がある、あるいは『正法眼蔵』の本があるというふうなことで、さまざまのものが眼の前にある。それが「明明タル百艸頭」という言葉の意味でありますが、「明明タル仏祖意」、そういう眼の前の現実が真実を得られた方々の明々白々とした意向である。だから仏道の教えというものは眼の前の現実が教えの内容だということになるわけであります。

　こういう考え方は仏教の説法ではあまり聞かれないわけでありますが、私は『正法眼蔵』を六十年以上勉強してきまして、『正法眼蔵』の本の内容を読んでいると、道元禅師の教えは、どうしてもこの世の中が実際に存在する、その実際に存在する世の中が、真実であり釈尊の教えだと、こういう主張だということでありまして、「明明タル百艸頭、明明タル仏祖意」というのも、中国の僧侶の言葉でありますが、中国の仏教においてもこのわれわれの生きている現実の世界がまさに真実であるという思想によって仏教哲学が成り立っているということがいえるわけであります。

　「しかあればすなはち、仏祖いづれか百艸にあらざらん」、そうしてみると、真実を得られた方々とさまざまのこの世の中にあるものとは同じものである。「百艸なんぞ吾汝にあらざらん」、その真実を得た人とまったく同じさまざまのものの一部として自分があり、あなたがいる。

　「至愚にしておもふことなかれ、みづからに具足する法は、みづから、かならずしるべしとみるべしと」、そうして、自分が得たものは自分で見えるし、自分でわかるものだというふうに考えるべきではない。つまり、自分が真実を得ているか得ていないかというようなことは、自分にもわからないし、自分には見えないものだ。そのことを、「至愚にしておもふことなかれ」、非常に愚かな立場で次のように考えるべきではない。「みづからに具足する法は」、自分自身に具わっている宇宙の原則というものは、「みづから、かならずしるべしとみるべしと」、自分自身でそれがわかるし、見ることができるはずだと思うべきではない。

　そのことは、自分が真実と一体になっているかどうかということは自分自身ではわからないと、こういう意味であります。そういうふうに自分で真実を得たか得ないかはわかるものだ、見えるものだというふうに考える考え方というものは、「恁　にあらざるなり」、言葉で表現できない真実、現実というものとは別のものである。

　「自己の知する法、かならずしも自己の有にあらず」、その点では、自分にわかっているさまざまの教えというものが、「かならずしも自己の有にあらず」、自分の持ち物というわけではない。

　「自己の有、かならずしも自己のみるところならず、自己のしるところならず」、自分の持っているものも、いつも自分で見ることができるというわけではないし、いつでも自分で知ることができるというような状況でもない。

　「しかあれば、いまの知見思量分にあたはざれば、自己にあるべからずと疑著することなかれ」、そこで、自分には知ることができない、見ることができない、考えることができないものだというふうなことが実情であるから、真実というものが自己にはあるはずがないというふうに疑う必要はない。

　そのことは、坐禅をしていて、これが真実だとは思えないというふうな考え方を持つべきではないということ。つまり、姿勢を正して坐っていること自体が自分自身なんだ、それが人間の最も貴重なあり方だというとらえ方をすべきだ。そのことがわかる、わからないというふうなことについて気にする必要はないと、こういう趣旨であります。

　「いはんや霊山の授記といふは、釈迦牟尼仏の授記なり」、ましてこの物語で出てくる霊鷲仙の授記というのは釈尊ご自身が与えられた授記である。

　「この授記は、釈迦牟尼仏の釈迦牟尼仏に授記しきたれるなり」、したがってこの授記は釈尊が釈尊と同じ人格になった弟子に与えてきたところである。

　「授記の未合なるには、授記せざる道理なるべし」、そこで、まだ授記を与えられるだけの境地になっておらない者には授記を与えないということが基本的な原則であったであろう。

　「その宗旨は、すでに授記あるに授記するに罣礙なし、授記なきに授記するに剰法せざる道理なり」、そのことは、授記というものに関連して、すでに授記をされた人に対してまた何回でも授記を与えるというふうなことは支障がない。この考え方は、授記というものが現在の瞬間における状況に対して与えられるものだから、そういう授記というものはすでに得た人にも何回でも与えられる性質のものだ。それと同時に、「授記なきに授記するに剰法せざる道理なり」、まだ授記を受けていなかった人に対して授記を与えるということも、教えが無駄になったということにはならない。「剰法せざる道理なり」というのは、教えが過剰になってしまうというふうなことがないというのが基本的な原則である。

　「虧闕なく、剰法にあらざる、これ諸仏祖の諸仏祖に授記しきたれる道理なり」、そのようにわれわれの生きている世界というものには欠けたものが何もない、余っているものも何もない。「これ諸仏祖の諸仏祖に授記しきたれる道理なり」、これが真実を得た人々が真実を得た人々に与えてきた真実に関する保証である。だから釈尊の教えの一つの表現は、この世の中そのものが真実そのものであって、欠けたものもなければ余っているものもないと、こういう趣旨であります。
　これはどういうことを意味するかというと、三年ほど前にニューヨークで世界貿易センターのビルが破壊されまして三千人以上の人が死んだというのも真実。「そんなおかしい話はない。テロリズムが活躍して世界貿易センターが壊されて三千人も死んでしまった。これは間違いだ。正しくない」という考え方を仏教ではしない。なぜしないかというと、頭で考えた正しい、正しくないよりも、事実がどうなっているかというほうがはるかに大事だ。そういう事実を基準にして何が本当かを考え、どうしなければならないかを考えるのが仏道だ。だから頭の中で考えて、これはいいこと、これは悪いことというふうなことで問題を考えてはならないと、こういう趣旨であります。

　それは平和というふうな問題に関連しても、「平和でなきゃいけません。平和でなきゃいけません。戦争しちゃいけません。戦争しちゃいけません」と、そういう教えが第二次世界大戦以降は日本の国で正しいとされている。だけれども、戦争なしに今日のわれわれの持っている文明が築かれたかというと、これは絶対にあり得ない。人類の文明というものは、間違ったものと間違っていないものとが戦って、正しいほうが勝ち残って人類の文化の進歩があったわけでありますから、そういう意味では、戦争が今日までは何回もあって、その結果ようやくここまできたということが実情だというふうに見ることができます。

　そういう形で何回も戦争があって、アメリカという国とソ連という国とが二つの強い国として対立した。私は第三次世界大戦が人類の優勝戦としてあるかもしれないと思って、正直いうとハラハラしていた。私のそのときに書いた本には第三次世界大戦の発生というものはまず防げないだろうからという心配が書いてありますが、そういうふうに見ていたけれども、現実としては、ゴルバチョフという人物が出て戦争なしに人類が米ソの対立を解消したということは、人類がいかに偉大かということ。

　そういう点では、この世の中の動きというものは、事実そのものが真実であって、その真実というものは、どうしてもやらなければならないことをやっていく、やらなくてもいいようなことは生まれてこないというふうな性格を持っていると、こういう主張が仏道にはあるところから、「虧闕なく、剰法にあらざる、これ諸仏祖の諸仏祖に授記しきたれる道理なり」。

　「このゆゑに古仏いはく、古今挙払示東南、大意幽微、肯易　参」、そこで、過去の真実を得た方が次のようにいっておられる。「古今払ヲ挙シテ東南ヲ示ス」、昔から今日に至るまで、仏教の僧侶が払子を使って、それを高く差し上げて、東はこちら、南はこちらというふうなことを教えている。そのことは、昔から仏教僧が払を使いながら何が本当かということを教えている。本当というものは、架空のものではなしに、こちらは東、こちらは南というふうな教えをいうということがここのところには含まれているわけであります。

　「大意幽微、肯エテ参ジ易カランヤ」、そのような偉大な教えというものはなかなかはっきり見えないものであり、また非常に微妙なものである。「幽」というのははっきり見えないという意味で、「微」というのは、微妙だという意味であります。「肯エテ参ジ易カランヤ」、それを実際に体験するということはなかなか難しいことだ。

　「此理若無師教授、欲将何見語　玄談」、そこで、もしこの理論というものを師匠から教えられているのでなければ、どういうふうな見方を正しいという形で自分のものにして、奥深い議論というものをすることができるであろうか。

　こういう形で、昔から仏教僧が東はどちら、南はどちらというふうな現実的な教えを説いてきた。ただ、その現実を説く教えというものはなかなか実感することは難しい。

　仏教の難しさがなぜ起きるかというと、現実を教えるから。現実をぐらい教えるのに難しいものはない。眼の前に現実はあるわけだけれども、それが何かということを教えるということになると、眼の前にあるものだけれども教えることは難しい。ほとんど不可能なほどに難しい。
　なぜそういうことがいえるかというと、アフガニスタンにタリバンという政権があって、テロリズムの源泉になっていた。それをアメリカその他が攻撃をして政権を覆した。その次にイラクのフセインという大統領がやはり世界の大勢に対して反逆的な思想があったから、それを倒したというふうな形で歴史が進んできているわけでありますが、こういう教えというものは釈尊の教えを勉強するのでなければわからない。

　それはどういうことかというと、宇宙の、あるいは人類の何千年もの歴史の中で、現実は真実だといった方はたった一人、釈尊でしかない。だから釈尊の教えの中に真実があるんだけれども、あまりにも難し過ぎたから二十一世紀まで本当の意味がわからなかった。二十一世紀になって欧米の思想が非常に発達してきたところから、その欧米の考え方を下敷きにして釈尊の教えを勉強すると、「なるほど、これしかないな」という、真実だということが浮かび上がってくると、そういう事情があるわけであります。

　だからそのことについては、釈尊が出られて真実を説かれた。その真実が師匠から弟子へ、師匠から弟子へ伝わって、中国に伝わり、日本に伝わってきた。そういう伝統の中で、師匠から教えを受けるのでなければ、釈尊がお説きになった現実が大切だという教えというものはわからないであろうと、こういう解説をしておられるわけであります。

　そうして次の四二ページのところにいきますと、少し長いから多少時間が足りなくなるかもしれませんが、読んでいきますと、

　「いま玄沙の宗旨を参究するに、無縫塔の高多少を量するに、高多少の道得あるべし」、いま玄沙禅師が述べた趣旨というものを勉強してみると、「無縫塔の高サノ多少を量するに」、卵塔と呼ばれる僧侶の墓の高さを測る際に、「高サ多少の道得あるべし」、「高さはどれくらいでしょうか」というふうな質問が必要である。このことも、単に抽象的に問題を考えるのではなしに、問題を具体的に考えるべきだ、現実に即して考えるべきだという思想が、「高サ多少の道得あるべし」、「高さはどれくらいでしょうか」というふうな言葉があって当然である。

　「さらに五百由旬にあらず」、抽象的にそれは五百由旬というふうな、とてつもない高い塔だというふうな表現ではない。五百由旬なんていう表現は仏教経典には無数に出て来る。ただ、そういう抽象的なことが釈尊の教えの真実ではないというふうな意味がここでは出て来ているわけであります。

　「八万由旬にあらず」、「八万由旬」という表現も仏教経典にはあるけれども、そういう抽象的な教えが釈尊の教えではない。「これによりて上下を顧視するをきらふにあらず」、だから雪峰禅師が視線を上と下に移して視線の動きによって墓の高さを示したこともけっして嫌う必要はない。

　「ただこれ人天の福報は即不無なりとも、無縫塔高を顧視するは、釈迦牟尼仏の授記にはあらざるのみなり」、ただ、このように視線を移して墓の高さを示すこともけっして人々や神々に幸せを与えないわけではないけれども、無縫塔の高さ、僧侶の墓の高さを眺める場合には、眺めてその上下によって高さを示すというふうな態度は、釈尊がお説きになった現実そのものの教えと少し違うということをいっているわけであります。「釈迦牟尼仏の授記にはあらざるのみなり」、釈尊が真実であるという保証を与えられた内容と少し違う。

　「釈迦牟尼仏の授記をうるは、七尺八尺の道得あるなり」、釈尊の教えを勉強して、釈尊から仏になるぞという保証を与えられるためには、七尺、八尺というふうなより具体的な説明が必要である。

　「真箇の釈迦牟尼仏の授記を点検することは、七尺八尺の道得をもて検点すべきなり」、そこで、釈尊がどういうものを真実と考え、どういうものをおまえは仏になるぞという保証を与えられたかということについては、玄沙禅師がいっているように、七尺、八尺というふうなきわめて具体的な言葉によってその実体を調べるべきである。

　「しかあればすなはち、七尺八尺の道得を是不是せんことは、しばらくおく」、その点では、言葉の内容が具体的であるということが大切であるから、七尺、八尺の言葉が正しいとか正しくないとかいうふうなことは問題として取り上げずにしばらくおいておく。「授記はさだめて雪峰の授記あるべし、玄沙の授記あるべきなり」、これが真実だということについては、雪峰禅師の判断もあるだろうし、玄沙禅師の判断もあるだろう。

　「いはんや授記を挙して無縫塔高の多少を道得すべきなり」、まして師匠がおまえは仏になるぞという保証をすることを取り上げて、「無縫塔高の多少を道得すべきなり」、墓の高さを示すについても、どんな表現で説明したらいいかというふうな議論をすべきである。

　「授記にあらざらんを挙して、仏法を道得するは、道得にはあらざるべきなり」、そこで、釈尊から保証を与えられるような内容を取り上げて釈尊の教えを議論することができないようであれば、真実を述べることができるというふうなことにはならない。

　「自己の真箇に自己なるを会取し、問取し、道取すれば、さだめて授記の現成する公案あるなり」、そこで、自分自身の本当のものがどんなものかということがわかり、それを耳で聞くことができ、それを口でいうことができるならば、「さだめて授記の現成する公案あるなり」、釈尊から仏だといって保証を与えられるだけの宇宙の実情というものがあるはずだ。

　「授記の当陽に、授記と同参する功夫きたるなり」、その点では、まさにそのような状況の中にいるときに、真実を得るぞという保証を与えられる体験と同じものを自分の努力としてやっているような時間が到来するのである。

　「授記を究竟せんために、如許多の仏祖は、現成正覚しきたれり」、そこで、そういう形で真実はこれだというふうなことをはっきりとつかむために、無数といってもいいような仏道の真実を得た人々が具体的に正しい実感というものを持って今日まできているのである。

　「授記の功夫するちから、諸仏を推出するなり」、そこで、これが真実だというふうな自信を持つような努力というものが真実を得た人をつくり出すのである。

　「このゆゑに、唯以一大事因縁故出現といふなり」、そこで釈尊は『妙法蓮華経』の中で、「一大事因縁」、たった一つの重大な原因並びに環境、それをつかむために自分はこの世に出たという言葉を述べられるのである。

　「その宗旨は、向上には非自己、かならず非自己の授記をうるなり」、もっと現実的な境地においては、あるいは一段と高い境地においては、自分自身というふうなものも超越したところで、自分自身を超越した形での保証というものを得るのである。

　「このゆゑに諸仏は諸仏の授記をうるなり」、自分自身を超越するというふうな状況で仏としての保証を与えられるというところから、真実を得た人々はそういう意味で真実を得た人としての保証を与えられているのである。

　「おほよそ授記は、一手を挙して授記し、両手を挙して授記し、千手眼を挙して授記し、授記せらる」、一般的にいうならば、仏であるという保証は動作を通じて保証が与えられると、こういう趣旨で、「一手を挙して授記し、両手を挙して授記し」、片方の手を挙げる、両方の手を挙げるというふうな動作の中で、「千手眼を挙して授記し」、千の手、あるいは千の眼というふうな観世音菩薩が持っていたというふうなさまざまの行動を通して授記が与えられ、授記を受けるのである。

　「あるひは優曇華を挙して授記す、あるひは金襴衣を拈じて授記する、ともにこれ強為にあらず、授記の云為なり」、そこで、釈尊が優曇華の花を手に持って暗示的な問いかけをされた上で摩訶迦葉尊者に法を伝えられたというふうな形の授記もあれば、あるいは摩訶迦葉尊者に金襴のお袈裟を与えて摩訶迦葉尊者の仏であることを認めたというふうな事実もあるけれども、「ともにこれ強為にあらず」、無理に意志的にやったわけではない。「授記の云為なり」、仏道の世界における保証というものの言葉であり、行ないである。「云為」の「云」という字はいうという意味でありまして、言葉を意味しております。「為」というのは行為の「為」でありまして、行ないを指しているわけであります。だから「授記の云為なり」というのは、仏としての保証を与える言葉であり、また行為である。

　「内よりうる授記あるべし、外よりうる授記あるべし」、したがって、自分自身で「これでいいんだ」という自信を持つような授記もある。また、ほかの人からおまえは真実を得たというふうな保証を与えられるということもある。

　「内外を参究せん道理は、授記に参学すべし」、そこで、何が内で何が外かというふうなことは、授記がどんな形で与えられるかということを考えて勉強すべきである。

　「授記の学道は、万里一条鉄なり。授記の兀坐は、一念万年なり」、そこで、「授記の学道」、おまえは仏であるという保証を与えられることに関する真実の勉強に当たっては、「万里一条鉄なり」。「万里一条鉄」というのは、宇宙全体が一つのまとまったものだと、こういう意味であります。

　その点では、われわれがどういうところに住んでいるかというならば、東京都内に住んでいる、あるいは千葉県に住んでいるというようなこともあれば、日本の国に住んでいるということもある、地球の上に住んでいるということもある、太陽系の中に住んでいるという言い方もあるけれども、宇宙の中に住んでいるという言い方もあって、宇宙全体が一つのものだ。「万里一条鉄」というのは、宇宙がたった一つのものだ、同じような世界に住んでいると、こういう意味であります。

　それと同時に、「授記の兀坐は、一念万年なり」、おまえは仏だぞという保証を与えられながらジーッと動かずに坐禅の姿で坐っていることは、一瞬間ではあるけれども永遠の価値を持っている。「一念」というのは一瞬間、「万年」というのは永遠ということ。だから「一念万年」というのは、一瞬間ではあるけれども永遠の長さを持っていると、こういうふうな意味になるわけであります。

　ですから道元禅師は、経典の中に現れてくる「授記」という言葉に関連して、単に仏の境地を得るというふうな将来の保証ではなしに、自分の自律神経がバランスしているときに実感するところの「これでいいんだ」というふうな自信そのものが授記だと、こういう主張をしておられるということになります。

　まだ少し時間が早いわけでありますが、次をやろうとすると今度は時間が足りなくなるのと、きょうやりましたところとまた内容が少し違いますので、話のほうをここでとめまして、またご質問を受けるということにしたいと思います。何かありましたらどうぞ。

　問　　現実を勉強するというのは非常に難しい場面も出て来るというお話でしたけれども、テロリストの大もとである、たとえばアルカイダといわれる人たちも、いま恐らくアフガニスタンのどこかで何か勉強していると思うんですね。で、恐らくそこで勉強している内容というのはイスラム原理主義という考え方、イデオロギーを勉強しているわけですね。当然その内容は西嶋先生のお話ともう正反対のはずなんですけれども。

　やはりアメリカは悪だ、帝国主義は敵だとか、そういうふうなイデオロギーというのが大なり小なり世界中にありまして、非常に混沌として、見極めがつきにくいという状況にあるわけですけれども、先生はどういうふうに思われますか。

　答　　だからそういう点では、思想が山のようにあったんだけれども、それが原始時代から争いを通じて正しいものが生き残ってきた。だんだん主張が減ってきて、最後にはソ連とアメリカの対立まで行ったけれども、そこは幸いにして武力戦争にならずに終わった。

　だからそういう面の選択というものは私はもう世界歴史の中では最終のところまで来ていると思う。それはユダヤ教でもなければイスラム教でもないし、キリスト教でもない。何かというと、現実を大切にする教えです。現実を大切にする教えが真実だ。その時代が近づいてきているというのが私の見方です。

　だからイデオロギーにこだわっているうちは本当のものはわからないから、争いが絶えないということが事実としてあるというふうな見方をしております。

　問　　たとえば安倍晋三さんという非常に人気のある政治家なんですが、この人に対する評価はもちろん人によってさまざまですけれども、おおむね優れた政治家だということをいわれていますが、やはり岸信介というＡ級戦犯の孫じゃないかというふうな話を持ち出す方もいるわけで、それはどう考えますか。

　答　　私は岸という人は個人的に好ましいという印象は持っていなかったけれども、やはり安保条約を守った点では大政治家ですよ。あのときは安保条約に対して日本の国内が全部といっていいほど反対して、学生が寄り集まって国会に押しかけるというようなところもあって、人死にが出たけれども、頑として頑張って安保条約を守ったということは、日本を救っています。あのとき日本国内で安保条約廃止ということが実行されたならば今日の日本はありません。

　問　　当然その当時のデモというものを先生は会社勤めのお立場からご覧になっていたわけですけど、どんなふうなお気持ちでご覧になっていたんですか。

　答　　その点ではね、私はたとえばこの会を始めたときになぜ始めたかというと、戦後、ときどき東大の構内を歩いたわけ。そうすると、食堂にも、あるいはその他の部屋にも「何々反対」「何々反対」ということでビラばかり張ってあって、もう何でもかんでも旧来のものは全部壊して左翼主義でまとめるんだという考え方が書いてあって、私はそれを見ていて、こういう考え方に乗っていると一生を誤る、だから学生の人の中でなるべくそういう考え方に染まらずに、別の生き方を教える必要があるんじゃないかということで東大の仏青で初めて講義を始めたんです。

　だから私は正直いうと、思想についても正しい思想と間違った思想があって、人類はどの思想が正しいかということで何千年も血を流して選択してきているんです。もう残った思想というものはそうたくさんない。残った思想は何かというと、典型的なものは、精神を大切にする宗教と、物質を大切にする唯物論です。その二つの思想が残っているんだけれども、釈尊がいわれたのは、両方正しくないということ。二つが正しくないということを知ったときに人類は本当の真実に出会うというのが釈尊の教えです。だから私はそういう意味で釈尊の教えというものが人類の幸せのためには絶対に必要だと、そういう見方をしています。

　問　　きょうの「授記」の文章の中に、四二ページの前から七行目に「自己の真箇に自己なるを会取し、問取し、道取すれば、さだめて授記の現成する公案あるなり」とございますね。これは要するに自分の体を正しい状態にして、自分の意見をしっかり持つということですけれども、たまたま皇太子様の物語をちょっと読んでいましたら、かつてお妃の条件につきまして浩宮様がその当時どう述べていたかというと、「身長、学歴、家柄とか僕はそれほどこだわらないです。相手として自分と価値観が同じである人が望ましい。具体的にいえば、美しいものを見たとき、それを美しいと評価できる人。大切なものを大切と認識して大切に扱う人。贅沢を避けるという意味で、金銭感覚が自分と同じ人。ニューヨークのティファニーであれやこれや買う人は困る。二番目に、誰とでも気軽に話ができ、人と会う場合でも、その人と話そうという環境をつくり出せる人。話すときも、控え目ではあるが、必要なときにはしっかり自分の意見をいえる人。外国語はできたほうがいい。さらに自分と趣味を分かち合える人がいいと思います」と、こう述べているわけですね。

　当然その浩宮、つまり将来の皇太子の奥さんというのは将来の皇后陛下になる人ですから、これはもう考えに考え抜かれた言葉だと思いますけれども、ここで、「必要なときにはしっかり自分の意見をいえる人」と、たったひと言なんですけれども、これは考えるとすごく難しい話でもあるんですよね。

　答　　私はそう思わない。人類の義務ですよ。人間の義務ですよよ。自分の意志をいいたいようにいうということは人間の義務ですよ。だから皇太子はそのことを知っていたから、そういう人を評価したいということなんです。これは正しい意見です。

　今日皇太子妃が多少健康を害するようなところまでいっていることは、私はやっぱり旧来の宮内庁の思想とそういう自由の意志とのぶつかり合いがあると思う。だからこれは国家にとって重大なことですよ。

　問　　自分の意見を日本人がなぜ曖昧にしているかというと、やはり他人との摩擦というのを恐れているという、それがだいぶ大きいと……。

　答　　うん。私は正直いうと、日本の国が狭いから。狭いところにたくさんが寄り集まっていれば、肩と肩とがぶつかるから、お互いに遠慮しなきゃならんというのが道徳として生まれているんです。

　それと同時に、もう一つは、封建制度の社会からそう長いこと経っていないということ。封建制社会というのは人格の自由のない社会だから、そこではもう力の強い者に巻かれて生きろということが至上命令としてあったわけ。そういう社会から離れてまだ百数十年しか経っていないわけだから、まだまだ封建制度の遺習というものは日本の国内にたくさん残っています。

　これは日本だけじゃない。ヨーロッパ諸国も残っていますよ。アメリカがなぜ強いかというと、そういう社会の束縛から自由に自分たちで考えて行動できたということが、アメリカが強くなった一つの原因です。

　問　　きのうの新聞を見ておりますと、今回三菱自動車で非常に多くの欠陥の自動車を発売したということで死亡事故なんかが起こって、社長さんあたりが起訴されていますね。その中で前の社長は私は無罪だといっていたらしいですけど、副社長さんはほぼ検察側の起訴事実を認めたということですから、もうここまでくれば開き直ってというか、もう自分の思っていることをそのまま正直に洗いざらいぶちまけてということでもあろうかと思うんですが、もう会社員を卒業した人ですけれども、ああいう行動様式ということにつきまして先生はどんなふうにお考えになりますか。

　答　　その点ではね、三菱自動車でもそういう決定をするときには役員会で決定したという場合に、いろいろと欠陥車が出たと。「いや、これはもういま公明に世間に知らせたほうがいいですよ」という意見も恐らくあったと思う。しかし、「それはいかんよ。何でもかんでも徹底的に隠しなさい」ということに決まったんだと思う。それが何十年も続いたから、ああいう大きな結果になった。これはもう当然自業自得ですよ。

　どんな生き方をしているかによって自分の人生は決まるんだから。だからそういう形でああいう状態になったということは、自分自身がつくり上げた結果だから、これはもうどうしようもないというのが実情だと思います。

　問　　はい、わかりました。

　問　　先ほどの話と重複しますけれども、アルカイダという点で、武装グループという称する派閥がありまして、そのグループがジャーナリストやアメリカ軍に対する支援するイラク人も含めて隔離して、それでもって国と取引する。たとえばイタリアでもたしか数人捕らえられて、イタリアの政府と交渉して、イタリアとしてはテロリストと交渉する意図はないということをいったわけですが、これはイタリアだけじゃなくてイギリスもたぶんそうだと思うんですね。

　そこで釈放された例もあれば、殺された例もあるということなんですけれども、その辺では、やはり現実というものを見た場合に、そういうことが現実に起こっているということで、捕らわれた身のの人たちの家族にとっては、何とか軍を撤退させて、うちの息子を助けてくれということになろうかと思うんですけど、仏教ではそれはどういうふうに見ればよろしいんでしょうか。

　答　　その点ではね、仏教なんかということよりも、あの現実を見た場合、釈放された場合には金を払っています、確実に払っています。で、ちょっと想像もつかないような大きな金額です。日本の場合は一人十億といわれている。この間救済されたのも一億以上は払っている。

　問　　じゃもう実際に後ろでは武装グループもある程度金で解決できるという可能性があるわけなんですね。

　答　　というよりも、人の命には替えられないから、何としてでも金を出して助けようということでしかない。それでまたそのことをやらなければ、国内の政治問題になって、選挙に負けるということもあるわけ。だから世の中の一切のものは、そういう現実の見方をしていかないと、本当のものは見えないんですよ。

　問　　じゃ問題は、ただ単に「テロリストと交渉しない」と表面ではいっておきながら、実際にはそういった裏腹のことが行なわれていると……。

　答　　私は正直いって、金を払わなかったら助かっていないと思う。私はそういう点では、現実を大切にするから。

　問　　わかりました。

　問　　いまの世界の現実を見ますと、人口として六十億を超える人口がおりまして、非常に厳しい状態になっている。これからエネルギーをどうしていくのかとか、あるいは環境問題というのが非常にクローズアップされてきているわけですけれども、その辺はこれからどんなふうに解決されていくと思われますか。

　答　　これはね、人類が解決する以外手がない。人類が努力して解決しなかったから、誰も解決してくれない。人類はこれまでそういう危機は幾らもあるんだけど、努力で解決してきているんです。だから農業だけでとても間に合わないという人口の増大と、産業が盛んになって経済が頻繁に行なわれるようになって、生産力がとてつもなく大きくなったということと関係しているわけだから、今後も同じような努力は当然続けていかなきゃならんということになります。

　で、正直いって、どう努力してもだめだというときは人類は滅亡する以外に手はないんです。何とかいい方法がそのうち出て来る、天から惠みの手が差し伸べられるなんていうことはあり得ない。人類は人類で一所懸命工夫をして、食料が足りなければ、どうやって食料を増やすかというようなことになるわけです。だから水のないところで、海水を汲み上げて飲料水をつくるなんていうこともすでに行なわれているわけだか。、農耕についても、海水を大量に水に換えて砂漠に水を撒けば、そこが耕地になるというようなことだってあり得るわけです。

　だから一切は人間の努力です。人間以外に努力してくれる人はいないんだから。「困ったなあ、困ったなあ」と足踏みしていたって、問題の解決にならないというのが実情だと思います。

　問　　最近あまりいわれることが少なくなったような気もするんですけど、宇宙開発ということに関してはどのように……。

　答　　宇宙開発というのは、衛星を飛ばすこと？

　問　　いや、もっと、移住とか、そこまで……。

　答　　うん、そりゃ行けるようになればやれるけど、現状で行けないというのが現実だから。だから毎年のように努力してやっているんだけど、日本の場合には、衛星を飛ばそうとして二度も三度も失敗しているから、ちょっとまだ先が遠いなというだけのことです。全部が事実関係なんですよ。

　問　　はい。

　問　　二つ質問があるんです。一つは、坐禅に関わる質問なんですが、道元禅師が理解されている坐禅につきましては、ご提唱の中で非常によく理解できる状況になっているんですけれども、その一方で、いろんな書物とかを拝見いたしますと、唯識派のヨーガ派といいますか、いわゆるヨーガというのが昔インドにあって、それが仏教の中においてもきちんとした、体系立った理論構成されて、後世に伝わっている。

　そのヨーガということと坐禅の違いといいますか、その一方でわが国においては、天台宗の「止観」という言葉があって、それも「禅定」と同義語のように使われていまして、それは見ようによっては坐禅になると思うんですが、同じ言葉なんですけれども、その理解のされ方が違うのかどうかも含めて、どう認識していけばいいのかということなんですが。

　答　　その点ではね、仏教の説明、あるいは坐禅の説明というのは、まず事実上、千差万別だということがいえますし、今日でもいろんな思想がどんどん、どんどん増えている。だからそのうち、どれが正しいのかということについて、私は道元禅師の思想を信頼しているというだけのことです。

　道元禅師の述べておられることは疑問の余地がない。そうすると、この教えが釈尊がお説きになった教えと同じだなという考え方。それ以外の思想というものはたくさんありますけれども、そういうものを排除して、道元禅師の考え方だけを中心にして仏教を理解すべきだと、そういう見方です。

　問　　わかりました。

　あともう一点なんですが、先週の質疑応答の中で、ご老師のほうから宇井伯寿先生のお話とか、あるいは木村泰賢先生などのお話が出たんですが、人名辞典とかで調べましたら、お二方とも曹洞宗の僧籍を持たれている学校の先生のようでありまして、宇井伯寿先生のご著書の中に『信仰仏教』という書名の本がありまして、それを古本屋でチラッとだけ読ませていただいたんです。それによると、仏教を信仰すること自体、非常に大切で、その一方で、学問は学問としてとらえるというご説明がありました。

　翻って、わが国の現状で仏教学をいろいろと勉強されている先生方が、仏教を信仰されているといいますか、仏教を信じている先生方というのはあまりいらっしゃらないような気もしなくもないんですが、そういう観点からいきますと、昔の宇井伯寿先生とか、木村泰賢先生というのは、まさに仏教をきちんと信仰されて、併せて、それを土台としながら学問をとらえたという点で、非常にすばらしい先生なんじゃないかなと思いまして。

　その一方で、非常に理知的なとらえ方をされているというご批判を宇井伯寿先生に関してご老師のほうがご発言されたと記憶しておりまして、そこらあたりは、信仰と学問といいますか、どう理解すればよろしいんでしょうか。

　答　　その点ではね、学問の立場からすると、信仰を軽蔑する、否定するという考え方があると思います。

　ただ、私は、どちらが正しいかというならば、やっぱり仏道が真実だということを信じて勉強するほうが本当のものに近づけると。だから文献だけで調べていると頭の中の知識だけになってしまって、信仰としての問題が出て来ない。それでは本当の意味の仏教を勉強したことにならないという見方をしています。

　その問題に関連して、やはり頭で考えた仏教と実践を通じての仏教の次元的な違いというものについて考えるべきじゃないかという見方をしています。

　真諦と俗諦という区分がありますけど、私は俗諦というのは頭で考えた哲学。だから具体的にいえば観念論と唯物論。真諦というのは実践を通じて得た仏教哲学。だから坐禅の修行がないと本当の仏教哲学は出て来ないと、そういう見方をしています。

　そのことについては、『中論』の第二章のところで、言葉でする説明と実践的な体験との違いということ、行ないというものとの違いを説明していますけれども、あれはやはり俗諦と真諦との違いを説明しているんだという見方をしています。

　だから仏教哲学というのは、普通の哲学が理知の哲学であったけれども、その理知の世界を乗りこえて実践の世界に入ったことに仏教哲学の特徴があると思います。

　だから学問の限界の中で単に文献学的な思想だけで仏教哲学がわかるという考え方は、私は正直いって疑問じゃないかという見方をしています。

　だからむしろ学問の側では、実践的なものに頼るのは学問の堕落だ、文献を通じて理論的に仏教をつかむことは可能だという考え方があって、信仰があって、そういう学問が行なわれているということではないかという見方をしています。

　問　　はい。

　問　　もう十年以上前になりますけれども、『清貧の思想』という本が流行りまして、書いた人は作家の中野孝次さんという方で、先日亡くなられたわけですけれども、この中野さんという方は実はここの市川真間で生まれた方なんですね。もともとお父さんは優秀な宮大工だったらしいですね。本人は高等学校へ行ってさらに勉強したかったんだけど、親父さんが後継ぎにしたかったものだから、上級学校へ行くことに不賛成だったんですね。なぜかというと、だいたい十歳ぐらいから大工の見習いをすると二十歳になった頃にだいたい一人前の大工の棟梁として体が出来上がるらしいですけど、学校なんか行って勉強ばっかりしていると体ができないんだそうです。中野さんは結局第五高等学校へ行かれて作家になったわけですから大工にはならなかったんだけども。

　そういう発想、つまり子供の頃から体を鍛えないと職人の息子として一人前にならないという発想が、もういまの日本からほとんど消えかかっているようなものなんですね。これはもう日本の文化にとってはたいへん由々しき話であるということをおっしゃっていましたが、現実問題としてやっぱりなかなか困った問題だと思いますけれども……。

　答　　うん、そう。やっぱり教育全般の問題としてその問題はあると思います。それでやっぱり何をやるにしても、小さいときから鍛えることにとてつもない価値があるんです。

　イチローという野球選手は子供のときから父親の指導で野球をやらされているんです。あれが今日の結果につながっているわけだから、そういう点では、子供のときから教育するというのは実に大きな力を持つんです。

　問　　先生も子供の頃、たまたま……。

　答　　うん。私も私の生涯を決めたのは、やっぱり父親から走らされたことが大きいです。

　だからよく長谷川如是閑の話を出しますけど、長谷川如是閑のお父さんは家具をつくる職人だった。だから長谷川如是閑という人はその職人の生活の清らかさというか、厳密さというか、そのものを見ていたから、職人が働いている姿を見ると涙が出るということを随筆の中に書いていました。

　だけど、そういうふうに人間が体を動かして動作をするというところには、美しさがあり、真実があるんですよ。で、そういうものが仏教文化の基礎なんです。だからそういう哲学をもう一度日本の国に復活すべきだというのが私が頭の中で考えていることです。

　それでは、時間がきたようですから、普回向を唱えて終わりにしたいと思います。

普回向　唱和
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